
 今日
き ょ う

、７月７日は「七夕
たなばた

」ですね。 

今夜
こ ん や

は晴
は

れて、織姫
おりひめ

様
さま

と彦星
ひこぼし

様
さま

は天
あま

の川
がわ

を渡
わた

って会
あ

う

ことができるでしょうか。 

七夕は、中国
ちゅうごく

の伝説
でんせつ

に由来
ゆ ら い

しますが、この伝説が日本
に ほ ん

に伝
つた

わったのは奈良
な ら

時代
じ だ い

のことです。 

織姫
おりひめ

星
ぼし

（織女
しょくじょ

星
せい

）はこと座
ざ

の1等
とう

星
せい

ベガ。彦星
ひこぼし

（牽牛
けんぎゅう

星
せい

）はわし座の1等星アルタイルです。この二つの星に、

はくちょう座の1等星デネブを加え、三つの星を結
むす

ぶと大
おお

きな三角形
さんかくけい

ができ、「夏
なつ

の大三角
だいさんかく

」

と呼
よ

ばれています。 

七夕の起源
き げ ん

は、日本
に ほ ん

古来
こ ら い

の豊作
ほうさく

を祖先
そ せ ん

の霊
れい

に祈
いの

る祭
まつり

に、中国から伝来
でんらい

した女性
じょせい

が針仕事
はりしごと

の上達
じょうたつ

を願
ねが

う乞巧奠
きっこうでん

や仏教の盂蘭盆会
う ら ぼ ん え

などを合
あ

わせたものだと考
かんが

えられています。 

現在、「七夕」と書
か

いて「たなばた」と言
い

いますが、古
ふる

くは「棚機」と書きました。豊作を 

祈るために、神様
かみさま

に着物
き も の

を織
お

ってお供
そな

えしました。その着物を織る機械
き か い

のことを「棚機（た

なばた）」と言いました。 

「七夕」というと笹
ささ

に、いろいろな飾
かざ

りを付
つ

けたり、短冊
たんざく

に願
ねが

いを書いてつるしたりします

が、笹は精霊
しょうりょう

（祖先の霊）が宿
やど

る依
より

代
しろ

（神霊が依
よ

り憑
つ

く対象物）で、この笹に短冊
たんざく

などを

飾る風習
ふうしゅう

は、江戸
え ど

時代
じ だ い

から始
はじ

まったもので日本
に ほ ん

独自
ど く じ

のものです。  

 

初
はじ

めは、五色
ご し き

の糸
いと

を飾
かざ

っていました。それが江戸時代になって五色の短冊が使われるよう

になったのです。五色は決
き

まっていて、「青
あお

・赤
あか

・黄
き

・ 白
しろ

・黒
くろ

（ 紫
むらさき

）」の五色
ごしょく

です。これ

は、古代
こ だ い

中国
ちゅうごく

の陰陽
いんよう

五行説
ごぎょうせつ

に基
もと

づいた色
いろ

で、この五色を短冊や吹
ふ

き流
なが

しに使用
し よ う

することに

より、魔除
ま よ

けの意味
い み

を持
も

たせたと言われています。江戸時代の短冊には、主
おも

に文芸
ぶんげい

の上達
じょうたつ

に関
かん

する願い事を書きました。また、願い事の他
ほか

に「天の川」など七夕にちなんだ言葉
こ と ば

や絵
え

を書くこともありました。したがって、「ゲーム機
き

がほしい」というような短絡的
たんらくてき

な願いは

書かないようにしましょう。 

 

七夕は「星
ほし

祭
まつ

り」ともいい、7 月 7 日または月遅
つきおく

れの 8 月 7 日を中心
ちゅうしん

に日本
にっぽん

各地
か く ち

で開
かい

催
さい

されます。仙台
せんだい

の七夕祭
たなばたまつ

りが有名
ゆうめい

ですが、この祭りも８月６日～８日に開
ひら

かれます。 

七夕の日に雨
あめ

が多
おお

いのは、現在、現在私たちが使っている暦
こよみ

が新暦
しんれき

（太陽暦
たいようれき

・グレゴリ

オ暦）のためです。七夕は昔
むかし

から行
おこな

われている行事
ぎょうじ

なので、昔の暦＝旧暦
きゅうれき

（太陰
たいいん

太陽暦
たいようれき

）

での７月７日に行われるべき行事なのです。新暦の 7 月 7 日は、まだ梅雨明
つ ゆ あ

けしていない

ので、必然的
ひつぜんてき

に雨
あめ

や曇
くも

りとなることが多いのです。 

 ちなみに、今年
こ と し

の旧暦の７月７日は「８月１４日」。来年は「８月４日」になります。旧 

暦の７月７日は、たぶん、きれいな星空
ほしぞら

が見
み

えるのではないでしょうか。 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ 101 ７月７日 


